






























1） これは， スミスの謂義に出席したジ圏ン・ ミラー(JohnMillar, 1735-1801)か
らの伝聞として， スチュワートが記したものである。DugaldStewart, '!Ac-
cOuntoftheLifeandWritingsofAdamSmith, LL.D.'', inWV.P.D.
Wightman, J.C. Bryce&I~S. Ross (eds.)~ :Essays onPhilosOphiCal




































































JournalofPDliticalEcQnomy, vol. 48, n0. 4(Au9. 1940), PP､ 487-520,
no. 5 (0ct. 1940),pp、 703--34. なお， この論文発表当時ピッターマソは，オ
ハイオ州立大学に在職していた。
























9) Ibid. , pp、 487-88,






























13) Ibid.,p. 493， 吉浜氏はロックの自然法について， 「自然の光（つまり人間の生
得的能力たる理知と感覚）によって初めて認識しうる神の意志の命令」と述べて
おられる。吉浜精一郎「ロックにおける自然法の問題一政治論と認識論を結ぶ
































































































































































































る。す唾わち， 「同感は倫理的原理ではなく， その構成要素が， 他人に対
Bittermann, op. cit. , p. 509.
D.D.Raphael&A.L.Macie (eds.), ,TheTheoryofMoralSentiments',
Oxf0rd, 1976,p. 40． 米林窟男訳「道徳惰操論｣，未来社, 1969年, 108ペー
ジ。本稿では以下,Tn幅, p.40.邦訳108ページのように略記する。
TMS, p. 38. 邦訳104ページ。
TMS,p. 34. 邦駅95ページ。




































































34) Ibid., P. 703.
35) Ibid, p. 703.
36） この点に関して， スミスは次のように述べている。 「利潤の率は富裕な国では低
く， 貧しい国では高いのが自然であり， また， 急速に破滅に向いつつある国で
は，それはつねに瞳も高いのである｣。R.H.CamPbell,A,S､Skinner&IV､B.
Todd (eds.), ｡AnlnquiryintotheNatureandCausesof theWealth
cfNations',Oxford,1976,p.266． 大河内一男監駅「国富論｣， 中央公論
匙1976年， 第1巻, 405ページ。本稿では以下,WN, p.266.邦訳L405
ページのように略肥する。
37) Bittermann,op.cit.｣ p、 705.
－93－
アダム・スミスの経験主義と自然法12






















38) Ibid. , p. 709.
39） スミスにおいて「神」の範鴎を表わす用語として, Natureのほかに,God,
Deity,Pr0videnCe,AuthDr, AuthorofNature, divineBeing, Super-
intendent等力:使われている。






























42) Ibid. , p. 717


























44） 井上茂「自然法の職能｣，勁茸碍房, 1961年, 33ページ。
45） ハスバッハ，前掲邦訳密21ページ。





















る。スミスによれば， 「グロチウスは， 自然法学(natural jurisprudence)
の正規の体系というべきものをこの世に与えようとした溌初の人51)」であ
48) R.G.Collimgwoo(1 , 'The ldeaofNatmrc' , ()xfordl945~ 平林康之・大沼
忠弘訳「自然の観念｣，みすず醤房, 1974年, 153, 162ページ。








50) R.L. Meek, D.DRaphacl &P.G~ Stcin (cds.) , 'Lecturcsoll Juris-
prudence',Oxfo'･d, 1978, p． 443. 高島善哉・水田洋択「グラスゴウ大学荊


























































































































































































レー (JohnRae)によれば， スネル奨学資金のこの条件は， スミスの当時実際に
は強制されなかったという (JRaa |LifeofAdamSmith'｣ Aug''stusM.






Rae, Op, cit, , p,60.邦訳74-75ページ。
TMS, p,274,邦訳576ページ。
スミスの宗教的態度が終生一黄していたかどうかという疑問について，マクフ
〃一(AL'Macfe, 1898- ) iX, スミスが晩年にはますます自然宗教へ移行
したと述べている。A.L.Macfie, 'ThelndividualinSOcieW: Papers on
AdamSmith', GeorgeAllen&Unwin, 1967, p、 108. 舟橋喜恵・天羽康

























問である。 ・ ・ ・ ， ” ･哲学は， これら （通常の観察が渡得しうる経験によ
っても－引用者）連絡のつかない一切の対象を結びつける， 目に見
えない鎖を説きあかすことによって，一致しない， また調和しない現
象の混屯の中へ秩序をもたらし，想像力のとの動揺を鎮め・ ・ ~ ・ ・ ・静か


















































きによって， われわれは自分自身を他人の立場に置き換え・ ・ ・ ・ ・ ・いわば他
人の身体に移入して， ある程度までその人間と同じ人格になって， その上




















78) Bittennann, op. cit. , p. 510















































































































86) TMS, p. 77.邦訳185ページ。
87) Bittermann, op・ cit.,p. 731.
88) EPS, p,66.
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